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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：アクチンリモデリングに関与している可能性があります。インテグリン-テンシン-アクチン複合体の解離に関与しています。EGFはTNS4を活性化し、TNS3をダウンレギュレーションすることでITGB1の末端をキャップします。乳腺細胞の移動に関与しているようです。細胞移動と骨の発達に関与している可能性があります。,誘導：EGFはダウンレギュレーションを誘導します。,PTM：上皮成長因子（EGF）は、時間と用量依存的にチロシンリン酸化を誘導します。,類似性：C2テンシン型ドメインを1つ含みます。,類似性：ホスファターゼテンシン型ドメインを1つ含みます。,類似性：SH2ドメインを1つ含みます。,サブユニット：EGFはEGFRとの相互作用を促進します。PTK2およびBCAR1と相互作用します。これらの相互作用にはチロシンリン酸化が極めて重要です。,組織特異性：臍帯静脈内皮細胞、上皮細胞、線維芽細胞（タンパク質レベル）で発現しています。甲状腺、腎臓、胎盤で高発現しています。心臓、骨格筋、脾臓、肝臓、肺では低発現です。腫瘍内皮細胞で発現しています。甲状腺腫瘍組織および未分化癌では発現が低下しているようです。,機能：アクチンリモデリングに関与している可能性があります。インテグリン-テンシン-アクチン複合体の解離に関与しています。EGFはTNS4を活性化し、TNS3をダウンレギュレーションすることでITGB1の末端をキャップします。乳腺細胞の移動に関与しているようです。細胞遊走および骨の発達に関与している可能性があります。,誘導:EGF はダウンレギュレーションを誘導します。,PTM:上皮成長因子 (EGF) は、時間依存的および用量依存的にチロシンリン酸化を誘導します。,類似性:1 つの C2 テンシン型ドメインを含みます。,類似性:1 つのホスファターゼ テンシン型ドメインを含みます。,類似性:1 つの SH2 ドメインを含みます。,サブユニット:EGF は EGFR との相互作用を促進します。PTK2 および BCAR1 と相互作用します。チロシンリン酸化はこれらの相互作用に不可欠です。,組織特異性:臍帯静脈内皮細胞、上皮細胞、線維芽細胞で発現します (タンパク質レベル)。甲状腺、腎臓、胎盤で高発現します。心臓、骨格筋、脾臓、肝臓、肺では低発現です。腫瘍内皮細胞で発現します。甲状腺腫瘍組織および未分化癌では発現が低下しているようです。
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	TENS3抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

